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報告要旨 
コンゴやシリアの例にみられる紛争下でのレイ
プに関するメディア報道、あるいは性暴力の行
使をはじめて戦闘戦術だと示した国連決議など
によって、近年、戦時性暴力のもつ意味合いに
社会の注目が集まっている。  
本報告では、独ソ戦下のドイツ兵を例に、あら
たな理解に基づいて第二次世界大戦を考察し
た場合、何が言えるのかを考える。取り上げる
のは、ドイツ軍の性犯罪と軍指導部による国防
軍用売春施設での女性搾取の制度化である。
ドイツ軍の行動が日本軍の場合と、どの程度類
似しているかについても問うてみたい。 
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レギーナ・ミュールホイザー（Regina Mühlhäuser） 
１９７１年生まれ。ハンブルク社会研究所プロジェクト研究員。ハンブルク大学で歴史学・近代ド
イツ文学・韓国学を学び、ケルン大学より博士号取得（歴史学）。専門は歴史学・ジェンダー史。
最初の著書となる『戦場の性―独ソ戦下のドイツ兵と女性たち』で、オファーマン＝ヘルガルテン
賞ほか、ドイツ国内のさまざまな賞を受賞した 。同書は日本語に訳され、岩波書店から出版され
ている。 
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